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「
３
月1

5

日
」
に
何
が
あ
っ
た
の
か
―
― 

今
後
の
被
曝
予
防
の
た
め
の
実
験
的
検
証 
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子
ど
も
た
ち
が 

被
曝
し
て
し
ま
っ
た
… 

  

「
安
全
だ
」「
大
丈
夫
」
―
―
。
そ
ん
な
抽
象
的
か

つ
情
緒
的
な
言
葉
が
、
テ
レ
ビ
を
占
領
し
続
け
て
い

る
。
健
康
や
食
品
に
関
す
る
話
題
に
な
る
と
、
専
門

家
や
権
威
を
自
称
す
る
人
た
ち
か
ら
決
ま
っ
て
こ
の

言
葉
が
乱
発
さ
れ
始
め
る
。 

 

耳
障
り
は
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
一
時
的
な
精
神

安
定
作
用
も
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
、
鵜
呑
み
に

し
続
け
た
結
果
、
あ
な
た
が
ガ
ン
を
は
じ
め
と
す
る

晩
発
性
の
病
気
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
彼
ら
は
何
の

責
任
も
取
っ
て
く
れ
な
い
。
放
射
線
や
放
射
性
物
質

が
健
康
に
害
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
否
定
し
よ
う
の

な
い
事
実
で
あ
り
、
常
識
で
あ
る
。
日
本
国
民
を
小

バ
カ
に
し
た
非
科
学
的
か
つ
無
責
任
か
つ
非
常
識
な

言
説
（
ノ
イ
ズ
）
を
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
は
な
ら

な
い
。 

 

抽
象
的
な
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
今
こ
そ
事
実
を

注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
４
月
２
日
に
は
、
核
戦
争

に
対
処
す
る
米
海
兵
隊
の
専
門
部
隊「
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
」

が
東
京
の
米
軍
横
田
基
地
に
到
着
し
た
。
福
島
原
発

事
故
の
さ
ら
な
る
悪
化
に
備
え
る
た
め
だ
と
い
う
。

「
安
全
」
で
「
大
丈
夫
」
な
ら
、
な
ぜ
彼
ら
が
わ
ざ

わ
ざ
来
日
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
答
え
は

明
瞭
。
原
発
事
故
は
ま
だ
何
も
終
わ
っ
て
い
な
い
か

ら
だ
。 

 

原
発
の
直
近
か
ら
避
難
し
て
き
た
一
般
市
民
が
被

曝
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
始
め
た
３
月

1
2

日
頃

は
、放
射
線
測
定
器
で
１
万
３
０
０
０
カ
ウ
ン
ト（
Ｃ

Ｐ
Ｍ
）
以
上
を
計
測
し
た
人
の
す
べ
て
を
「
全
身
の

除
染
が
必
要
な
被
曝
」
と
み
な
し
、
シ
ャ
ワ
ー
で
体

を
洗
い
流
し
て
い
た
。
が
、
除
染
を
受
け
る
人
が
増

え
始
め
た
３
月

1
4

日
に
な
っ
て
福
島
県
は
、
い
き

な
り
そ
の
基
準
を
引
き
上
げ
る
。
国
が
派
遣
し
た
と

い
う
「
放
射
線
専
門
家
」
氏
の
意
見
を
聞
き
入
れ
、

基
準
を
７
倍
以
上
の
「1

0

万
Ｃ
Ｐ
Ｍ
以
上
」
と
し
た

の
だ
。 

 

そ
れ
以
降
、「
今
日
は
何
人
の
市
民
を
除
染
」
と
い

っ
た
類
い
の
情
報
が
報
道
か
ら
消
え
た
。
し
か
し
、

フ
ク
シ
マ
か
ら
放
射
能
が
消
え
た
わ
け
で
も
、「
市
民

被
曝
」
の
事
実
が
消
え
た
わ
け
で
も
な
い
。
単
に
事

実
が
報
道
さ
れ
な
く
な
っ
た
だ
け
の
話
で
あ
る
。
こ

う
し
て
真
実
は
為
政
者
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
隠
蔽
さ

れ
て
い
く
。 

 

福
島
第
一
原
発
の3

0

キ
ロ
圏
外
に
あ
り
な
が
ら
、

原
発
か
ら
漏
れ
出
し
た
放
射
能
で
高
濃
度
に
汚
染
さ

れ
た
福
島
県
飯
舘
村
周
辺
。
こ
こ
に
住
む

1
5

歳
以

下
の
子
ど
も
約9

5
0

人
に
つ
い
て
、
甲
状
腺
の
被
曝

線
量
を
調
べ
た
結
果
が
４
月
２
日
、
国
か
ら
発
表
さ

れ
た
。「
い
ず
れ
も
問
題
な
か
っ
た
」
の
だ
と
い
う
。

最
高
で
毎
時
０
・
０
７
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
。
国

の
原
子
力
安
全
委
員
会
が
定
め
る
基
準
値
（
毎
時

０
・
２
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
を
下
回
っ
て
い
る

か
ら
「
問
題
な
か
っ
た
」。
し
か
し
、
だ
。 

 

子
ど
も
の
喉
付
近
に
放
射
線
測
定
器
を
当
て
る
と
、

針
が
触
れ
る
の
で
あ
る
。
原
発
事
故
で
も
な
け
れ
ば

あ
り
え
な
い
光
景
だ
。
子
ど
も
た
ち
は
、
す
で
に
放

射
性
ヨ
ウ
素
を
甲
状
腺
に
取
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
問
題
な
か
っ
た
」
と
言
い
切
れ

る
残
酷
さ
を
「
科
学
的
」
と
呼
ぶ
の
な
ら
、
そ
ん
な

役
に
立
た
な
い
「
科
学
」
な
ど
い
ら
な
い
。 

 

国
が
派
遣
し
た
「
放
射
線
専
門
家
」
は
、
こ
の
子

ど
も
た
ち
に
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用
さ
せ
る
指
示
を
出
さ

な
か
っ
た
。
も
は
や
手
遅
れ
と
し
て
、「
科
学
的
」
に

サ
ジ
を
投
げ
た
の
だ
。「
放
射
線
専
門
家
」
の
口
か
ら

放
た
れ
る
「
安
全
だ
」「
大
丈
夫
」
と
い
う
抽
象
的
か

つ
情
緒
的
な
言
葉
へ
の
お
返
し
と
し
て
、彼
ら
に「
大

バ
カ
野
郎
め
」「
ク
ソ
野
郎
め
」
と
い
う
言
葉
を
送
り

た
い
。 

 

パ
ニ
ッ
ク
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
秩
序
を
守
り

た
い
―
―
。
そ
の
こ
と
を
最
優
先
す
る
あ
ま
り
、
国

民
の
生
命
を
危
険
に
晒
す
「
放
射
線
専
門
家
」。
こ
ん

な
も
の
、
い
ら
な
い
。 

 

こ
う
し
た
事
態
を
招
い
た
東
京
電
力
は
、「
自
分
た

ち
も
被
害
者
」
と
言
い
訳
し
た
。
い
ず
れ
同
社
は
倒

産
す
る
か
国
有
化
さ
れ
る
か
し
て
、法
治
国
家
の
下
、

堂
々
と
免
責
さ
れ
る
。 

 

こ
れ
を
「
原
発
震
災
」
と
い
う
。1

0

年
以
上
前
か

ら
こ
の
危
険
が
叫
ば
れ
続
け
て
き
た
の
だ
が
、
無
視

さ
れ
続
け
て
き
て
、
今
日
の
惨
事
を
迎
え
た
。 

 

何
が
起
き
た
時
に 

放
射
能
の
大
量
拡
散
が
発
生
す
る
の
か
？ 

  

フ
ク
シ
マ
か
ら
漏
れ
出
た
放
射
能
が
、
福
島
原
発
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か
ら2

0
0

キ
ロ
離
れ
た
首
都
・
東
京
を
直
撃
し
た
の

は
、３
週
間
ほ
ど
前
の
３
月1

5

日
の
こ
と
だ
っ
た
。

東
京
で
は
、
そ
の
時
に
飛
来
し
た
と
思
わ
れ
る
放
射

能
が
い
ま
だ
に
検
出
さ
れ
る
。
一
体
フ
ク
シ
マ
で
何

が
起
き
れ
ば
、
半
径2

0
0

キ
ロ
を
超
え
る
広
範
囲
の

放
射
能
汚
染
が
発
生
す
る
の
か
。 

 

そ
こ
で
、
今
後
の
被
曝
予
防
の
た
め
の
処
方
箋
を

描
く
べ
く
、
３
月1

2

日
か
ら1

5

日
の
間
に
フ
ク
シ

マ
で
起
き
た
話
を
報
じ
た
朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
河

北
新
報
の
各
新
聞
記
事
な
ど
を
も
と
に
、
事
故
を
時

系
列
に
検
証
し
、
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 

【
３
月1

2

日
】 

・9

時3
0

分
ま
で
に
福
島
第
一
原
発
１
号
機
と
第
二

原
発
の
１
～
４
号
機
で
「
格
納
容
器
」
の
弁
を
開
け
、

蒸
気
を
放
出
（
こ
れ
を
「
ベ
ン
ト
」
ま
た
は
「
ウ
エ

ッ
ト
ベ
ン
ト
」
と
い
う
）。 

・1
4

時1
9

分
に
朝
日
新
聞
が
、
発
電
所
周
辺
で
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
を
検
出
と
報
道
。 

・1
5

時2
9

分
、
原
発
の
敷
地
境
界
で1

0
1
5

マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
を
観
測
。 

・15

時36

分
頃
、
第
一
原
発
１
号
機
で
水
素
爆
発
。 

・2
1

時
頃
、
福
島
第
一
か
ら
１
２
０
キ
ロ
北
の
女
川

原
発
で
通
常
の
４
倍
に
の
ぼ
る
放
射
線
を
観
測
。 

 

【
３
月1

3

日
】 

・5

時1
0

分
、
第
一
原
発
３
号
機
で
、
原
子
炉
の
冷

却
機
能
喪
失
。・9

時
前
後
、
第
一
原
発
３
号
機
で
燃

料
棒
が
一
時
露
出
。 

・9

時2
0

分
、
第
一
原
発
３
号
機
で
ベ
ン
ト
。 

・1
6

時1
9

分
、
朝
日
新
聞
が
、
第
一
原
発
３
号
機

の
原
子
炉
内
に
海
水
を
注
入
し
始
め
た
と
報
道
。 

・
福
島
県
は
同
日
、
福
島
第
１
原
発
の
３
キ
ロ
圏
内

か
ら
避
難
し
た

1
9

人
に
、
放
射
性
物
質
が
付
着
し

て
い
た
と
発
表
。12

日
に
見
つ
か
っ
た
３
人
に
加
え
、

住
民
の
被
曝
は
計2

2

人
に
。 

 

【
３
月1

4

日
】 

・11

時1

分
、
第
一
原
発
３
号
機
で
水
素
爆
発
。
建

物
の
上
部
か
ら
赤
い
炎
が
出
た
後
、
き
の
こ
雲
の
よ

う
な
灰
色
の
噴
煙
が
真
上
に
数
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
立

ち
上
る
。
そ
の
後
、
大
き
な
固
ま
り
が
い
く
つ
も
原

発
上
に
落
下
。 

・1
3

時2
5

分
頃
、
第
一
原
発
２
号
機
で
原
子
炉
の

冷
却
機
能
喪
失
。 

・2
0

時7

分
に
朝
日
新
聞
が
、
第
一
原
発
２
号
機
の

燃
料
棒
全
体
が
水
か
ら
露
出
と
報
道
。 

・2
1

時3
7

分
、
第
一
原
発
の
正
門
付
近
の
放
射
線

量
が
毎
時3

1
3
0

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
、
こ
れ

ま
で
の
最
高
を
記
録
。 

・2
2

時7

分
、
福
島
第
一
原
発
の1

0

キ
ロ
南
に
あ

る
福
島
第
二
原
発
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
放
射

線
量
が
、
通
常
の2

6
0

倍
に
。 

・2
3

時5
5

分
か
ら
翌
３
月1

5

日
の
１
時
半
ご
ろ

に
か
け
て
正
門
付
近
で

0
.0

2

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
／
時
の
中
性
子
線
を
観
測
。
燃
料
が
臨
界
し
て
い

る
恐
れ
。
中
性
子
線
は1

3

日
か
ら1

5

日
に
か
け
て

正
門
付
近
で
観
測
さ
れ
て
い
た
。 

 

【
３
月1

5

日
】 

・0

時
、
第
一
原
発
の1

0

キ
ロ
南
に
あ
る
第
二
原
発

で
、
放
射
線
の
量
が
毎
時1

1
3

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
に
上
昇
。 

・0

時
過
ぎ
、
第
一
原
発
２
号
機
が
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
蒸
気
を
外
気
へ
そ
の
ま
ま
放
出
（
ド
ラ
イ
ベ

ン
ト
）。
水
を
通
し
た
後
に
放
出
す
る
「
ベ
ン
ト
」
に

比
べ
、「
ド
ラ
イ
ベ
ン
ト
」
で
は
放
射
性
物
質
が
高
濃

度
の
ま
ま
大
気
に
放
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
炉
心
部

と
外
気
が
一
時
的
に
で
も
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
。 

・0

時2
0

分
、
福
島
県
と
の
県
境
に
あ
る
茨
城
県
北

茨
城
市
で
、大
気
中
の
放
射
線
量
が
上
昇
し
始
め
る
。 

・3

時
台
、
東
京
の
放
射
線
量
は0

.0
3
8

マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
。 

・4

時
台
、
東
京
の
放
射
線
量
は0

.1
4
7

マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
。 

・5

時5
0

分
、
茨
城
県
北
茨
城
市
で5

5
7
5

ナ
ノ
グ

レ
イ
を
観
測
。 

・6

時
頃
、
第
一
原
発
４
号
機
の
使
用
済
み
核
燃
料

プ
ー
ル
で
水
素
爆
発
。
原
子
炉
建
屋
が
損
傷
。
建
屋

の
壁
に
８
メ
ー
ト
ル
四
方
の
穴
が
２
カ
所
開
く
。 

・6

時10

分
頃
、
第
一
原
発
２
号
機
原
子
炉
建
屋
内

で
爆
発
音
。
格
納
容
器
の
下
部
側
に
あ
る
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
プ
ー
ル（
圧
力
抑
制
室
）が
破
損
し
た
模
様
。 

・7

時
、
福
島
第
一
原
発
の
正
門
で
毎
時9

6
5

マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
放
射
線
を
観
測
。 

・7

時
台
、
東
京
の
放
射
線
量
が0

.0
5
1

マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で
落
ち
る
。 

・7

時40

分
、
茨
城
県
鉾
田
市
で5343

ナ
ノ
グ
レ

イ
を
観
測
。
放
射
能
が
南
下
し
、
東
京
を
目
指
し
て
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い
る
こ
と
が
判
明
。 

・7
時4

6

分
、
第
一
原
発
か
ら1

1
0

キ
ロ
ほ
ど
離

れ
た
茨
城
県
東
海
村
の
施
設
で
、
毎
時5

マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
観
測
。10

分
間
継
続
し
て
基
準
値
の

5

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
た
め
、
国
に
対

し
て
原
子
力
災
害
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
通
報
。 

・8

時3
1

分
、
福
島
第
一
原
発
の
正
門
で
毎
時8

2
1
7

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で
上
昇
。
同
時
刻
の
風
向

き
は
北
東
か
ら
の
風1

.5

メ
ー
ト
ル
。 

・9

時
現
在
、
第
一
原
発
か
ら
南
に
約5

0

キ
ロ
離
れ

た
小
名
浜
測
候
所
（
同
県
い
わ
き
市
）
付
近
で
は
北

東
か
ら
の
風
が4

.9

メ
ー
ト
ル
。
関
東
の
南
岸
に
は

低
気
圧
。 

・9

時
台
、
東
京
の
放
射
線
量
が0

.4
6
5

マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
に
。 

・9

時3
8

分
、
第
一
原
発
の
４
号
機
４
階
の
北
西
部

付
近
で
出
火
。 

・1
0

時
台
、
東
京
の
放
射
線
量
が0

.8
0
9

マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
に
。 

・1
0

時2
2

分
、
２
号
機
と
３
号
機
の
間
で3

0

ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
３
号
機
付
近
が400

ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
（
一
般
人
の
年
間
被
ば
く
限
度
の400

倍
に
匹

敵
）、
４
号
機
付
近
が

1
0
0

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
、

単
位
が
マ
イ
ク
ロ
か
ら
ミ
リ
へ
と
桁
違
い
に
放
射
線

量
が
上
昇
。
枝
野
官
房
長
官
も
会
見
で
「
身
体
に
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
数
値
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
」。
菅
直
人
首
相
は
、
第
一
原
発
か
ら
半
径

2
0

～3
0

キ
ロ
の
範
囲
内
の
住
民
に
屋
内
退
避
す
る

よ
う
求
め
た
。 

・
正
午
過
ぎ
、
放
射
能
が
福
島
県
三
春
町
に
襲
来
。

1
3

時3
0

分
、「
ア
ー
ル
ダ
ン
」
数
値
が3

桁
に
な

る
。
風
向
き
が
東
、
ま
た
は
東
南
東
か
ら
の
風
に
変

わ
り
、
原
発
の
風
下
に
な
っ
た
。 

・1
4

時2
0

分
、
三
春
町
の
「
ア
ー
ル
ダ
ン
」
が
こ

れ
ま
で
で
最
高
の1

1
5
1
cp

m

を
記
録
。 

 

首
都
圏
に
襲
来
し
た
の
は 

「
ド
ラ
イ
ベ
ン
ト
」
に
よ
る
放
射
能 

  

さ
て
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
読
み
解
け
ば
い
い
の

だ
ろ
う
か
。 

 

３
月

1
5

日
午
前
、
首
都
圏
に
襲
来
し
た
放
射
能

は
、
ど
う
や
ら
第
一
原
発
２
号
機
の
「
ド
ラ
イ
ベ
ン

ト
」（
同
日
午
前
０
時
過
ぎ
に
実
施
）
が
主
原
因
だ
っ

た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
第
一
原
発
２
号
機
で
起
き
た

「
格
納
容
器
破
損
」（
同
日
午
前
６
時1

0

分
頃
）
に

し
て
も
、
原
発
周
辺
に
北
か
ら
の
風
が
吹
い
て
い
た

時
の
こ
と
。
こ
れ
も
多
少
な
り
と
も
影
響
し
て
い
る

と
み
て
ま
ず
間
違
い
あ
る
ま
い
。
次
回
、
ド
ラ
イ
ベ

ン
ト
が
実
施
さ
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
気
を
つ
け
て
ほ
し

い
。 

 

一
方
、
海
か
ら
の
風
に
乗
っ
て
地
元
・
福
島
県
を

襲
い
、
飯
舘
村
周
辺
に
高
濃
度
の
放
射
能
汚
染
を
も

た
ら
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
「
使
用
済
み
核

燃
料
プ
ー
ル
の
水
素
爆
発
＆
火
災
」
も
関
係
し
て
い

そ
う
だ
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
こ
れ
が
主
原
因
で
あ
る

可
能
性
も
高
い
。
同
日
午
後
に
福
島
県
三
春
町
で
観

測
さ
れ
た
放
射
能
も
、
こ
れ
が
〝
枝
分
か
れ
〟
し
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

フ
ク
シ
マ
で
次
に
何
か
が
起
き
た
時
、
い
ち
早
く

把
握
す
べ
き
は
「
風
向
き
」
―
―
。
こ
の
こ
と
を
、

事
故
が
完
全
に
収
束
す
る
ま
で
の
常
識
と
し
た
い
。

政
府
周
辺
に
は
「
放
射
能
予
報
」
を
出
す
考
え
が
な

い
よ
う
な
の
で
、
次
の
事
故
発
生
時
、
不
運
に
も
風

下
に
当
た
る
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
自
衛
す
る
し

か
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 

 

と
こ
ろ
で
、
政
府
で
現
在
、
福
島
原
発
事
故
対
応

を
担
当
し
て
い
る
細
野
豪
志
首
相
補
佐
官
は
、
筆
者

が
２
０
０
１
年
に
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
で
連
載
し
た

原
発
事
故
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
記
事
「
原
発
震
災
」

の
熱
烈
な
読
者
の
一
人
だ
っ
た
。
細
野
氏
は
静
岡
５

区
選
出
の
民
主
党
衆
議
院
議
員
で
あ
り
、
今
か
ら1

0

年
ほ
ど
前
、
沼
津
市
で
彼
の
地
元
支
援
者
た
ち
に
対

し
て
、
中
部
電
力
・
浜
岡
原
発
が
潜
在
的
に
抱
え
る

「
原
発
震
災
」
の
危
険
に
つ
い
て
講
演
を
し
た
こ
と

が
あ
る
。
細
野
氏
と
は
そ
れ
以
来
、
一
度
も
会
う
機

会
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
彼
は
こ
ん
な
仕
事

を
し
た
く
て
政
治
家
に
な
り
、
沼
津
で
の
筆
者
の
講

演
を
企
画
し
た
の
だ
ろ
う
か
―
―
と
思
う
。
今
と
な

っ
て
は
、
筆
者
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
少
し
で
も

救
国
の
役
に
立
つ
こ
と
を
願
う
ば
か
り
だ
。 
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